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考査Ⅳの最終日の 12月5 日（水）考査終了後、全校生

徒が体育館に集合し、各体育クラブの県新人大会や近畿大 

会の上位入賞者及び文化クラブが参加した県総合文化祭で 

の優秀賞受賞者の表彰を行いました。 

  

 

 

 

 

 

１２月７日（金）の午後、城南中学校で行われた進路学習会『ようこそ先輩～先輩 

から高校生活について学ぶ～』に、講師として１学年の４名が招かれました。これは 

高校受検を前にした中学３年生を対象に、進学に対する意識を高め、受検を迎える態 

勢作りのために毎年行われている取り組みです。生徒たちは、本校の学校行事の紹介 

をした後、中学校と高校の違いについて学習面・生活面の両面から話をし、自分たち  

の経験をもとに受検勉強へのアドバイスも行いました。 

 

 

 

 

１２月８日（土）から１１日（火）までの３泊４日の日程で、２年生が研修旅行を実施しました。１日目は午前７  

時に学校を出発し、名古屋市立科学館や名古屋港水族館などでクラス別活動を行い、郡上市八幡町に宿泊しました。 

２日目は雪景色の白川郷を見学した後、金沢市で兼六園や２１世紀美術館などをクラス別に訪問し、山中温泉に宿泊 

しました。３日目は京都で班別活動を行ない京都市に宿泊しました。４日目は大阪のＵＳＪを楽しみ、午後８時に無 

事帰校しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２月８日（土）、県教育センター学びの丘において、第 4 回マナビィスト企画ゼミ 

【紀南の部】が行われ、本校から１年生３名の生徒が参加しました。このゼミは、和歌 

山大学の先生の指導・助言を受けながら、受講生が主体的に調査・研究などを行い、仲 

間とともに学びを深めていく「学びの場」として催されたものです。今回は串本町で 

地域おこし協力隊として活躍されている博多敏希氏のお話を聴き、他校の高校生や 

様々な世代の方々とも意見交換をしました。「総合的な学習の時間」で取り組んでい 

る探究活動にもつながるヒントが得られ、学びの幅を広げることができました。 

 また１２月２２日（土）に行われた第５回ゼミには、本校から２名の生徒が参加しました。今回は本宮町で地域お 

こし協力隊として活躍されている森岡雅勝氏のお話を聞き、様々の人と意見交換をしました。今後の学校生活や進路 

を考える上で、深い学びを得ることができました。 

 

 

 

 １２月２３日（日）に串本町で行われた紀南アンサンブルコンテストにおいて、新宮高 

校から２チームが金賞を受賞し、１月に和歌山市でおこなわれる県アンサンブルコンテ 

ストの地区代表として推薦されました。受賞したのは、谷口花(2-5)、峯麻友(2-1)、榎本凪沙(1-4)、山門由奈(1- 

1)の打楽器四重奏のチームと岡本留奈(2-5)、尾崎和佳奈(2-4)、木下翠(2-4)、田中樹里(2-2)、谷口優依(2-4)、 

西藍香(2-4)、堀田早江(2-3)、坂地迅斗の木管八重奏のチームです。このコンテストでは代表に選ばれなかったチー 

ムも含めて、精一杯の演奏を本番で披露することができました。代表に選ばれたチームは、県コンテストに向けて、 

より良い演奏ができるように、さらに練習に励んでいます。 

 

 

 

 

１２月２６日（水）授業を３限実施した後、全校生徒が体育館に 

集合し、冬休み前アセンブリーを行いました。校歌斉唱の後、前田 

校長はまず今年の漢字である“災”にちなんで西日本豪雨災害や大 

阪北部地震のことを話し、南海・東南海地震への備えの必要性を語られました。その 

後、「この冬休みに“勉強”を大切にしながらも、“教養”を身につけるため本や新聞 

を読むことをすすめる。本を読むことで文字をとおして著者と対話をする。あるいは 

新聞を毎日読んで、世界や社会はどの方向に進んでいるのかを知る。その是非を考え 

ることが一人の人間としてのあり方を決めるのである。その繰り返しが教養を身に   

つけることになる。」と話されました。 

  

 

  

 

考査Ⅳ終了後の情報の授業において、２年生全員が、ふるさと 

和歌山の偉人や史跡、名所などにちなんだ検定である“わかやま 

ふるさと検定”を受検しました。情報教室のコンピュータから 

Ｗｅｂ方式で３０問に解答し、正答数により定められた級の認定 

書が授与されました。 

本校では、５問以上１５問未満の３級が約７割、１５問以上 

 ２５問未満の２級が約３割という結果でした。 

ふるさと和歌山の知識を深め、和歌山の良さに気 

づく貴重な機会となりました。 

和歌山県立 新宮高等学校 
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12 月 8 日～11 日 

12 月 7 日 

12 月 8 日・22 日 

12 月 5 日 

12 月 26日 

12 月 23日 

いよいよ出発！ 名古屋港水族館周辺 名古屋市立科学館前 雪景色の白川郷 

小雨の兼六園 山中温泉での夕食 京都班別研修 清水寺 ＵＳＪ 

１月の主な行事予定

～３日 年始休業

4･5日 （金･土） センター直前模試

7日 （月） 授業再開アセンブリー

10日 （木） アメリカ大学生来校

18日 （金） センター試験受験へ出発

19･20日 （土・日） 大学センター試験受験

21日 （月） センター試験自己採点

23日 （水) 彰化女子高級中学　来校


